






















小児糖尿病の大部分はいわゆるインスリン依存性糖尿病であり,インスリン療

法が治療の中核をなすものであることは他言を要しない。しかしながら現在行

なわれているインスリンの投与法は極めて経験的,試行錯誤的色彩が濃く,科学

性に乏しい。

我々は Hartmann によって考按された glucose/insulin 比に基づく,インスリン

投与量の算出方式に検討を加え,これが小児糖尿病の治療経験のすくない医師

にとって,個々の患者のインスリン必要量を予測し,適切なインスリン治療を行

なう上で有力な指針となることを確認し,更に実施上の間題点についても言及

した。


